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どのようにして検索エンジンが有用なサイトかどうかを判別して
いるのかが分かれば、自らのサイトを上位表示させることがで
き、集客が可能になる。

インターネット上でサイトへのアクセス数を増やす（集客する）に
は検索エンジンの結果の上位表示が必要不可欠である。

■なぜその研究が必要か？
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■どのようにしてそれを解決するか？

GoogleやYahooでは正式な判別基準の情報は公開されていな
い。

日々検索エンジンのアルゴリズムの変化を追い、上位に表示されているサ
イトの特徴を研究し、検索エンジンが有用かどうかを判別するための要因を
まとめる。

実際に自分でその要因に沿ったサイトを作ってyahooやgoogleの上位に表
示させ、気付いたことや分かったことをまとめる。
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①Crawlerと呼ばれるrobotが常にサイト内の
リンクを伝って巡回しています。

②Crawlerは、その情報をまとめてIndex（一
時的に情報を保管する保管庫のようなもの）
を作成します。

③検索エンジンは、ユーザが検索したキーワー
ドに対して、Algorithm （独自の方式）にした
がってIndexの情報の中から「関連性の高い」
順に表示します。

検索エンジンの基礎知識

③ Algorithm

② Index
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図１．検索エンジンの概略

※検索エンジンの検索順位はアクセス数順に表示されていない。
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内部要因

外部要因

・内部ソース
・キーワードの含有率
・内部リンク
・URL

・歴史
・更新頻度
・アンカーテキスト
・外部リンク

検索エンジンの順位を決める内部要因と外部要因
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内部要因の内部ソース
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内部要因のキーワード含有率
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内部要因の内部リンク

１階層目・・・http://1.com（TOP）
２階層目・・・http://2.1.com または、 http://1.com/2/
３階層目・・・http://2.1.com/3/ または、 http://1.com/2/3/
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内部要因のURL
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外部要因の歴史

新しいドメイン（Url）を取得してすぐにGoogleやYahooにサイト登録しても、一定
期間は上位に掲載されない現象をエイジングフィルタというように、ドメインには
歴史が関係している。
これは単純に、古いドメインほど上位に表示されやすいことを意味している。

外部要因の更新頻度

サイトは「更新頻度が高いほど上位表示される」といわれている。
具体的には、文章やデザインやページ数など、コンテンツの追加の更新をしてい
くうちに有用なサイトだと判別される可能性は上がる。
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外部要因のAnchor Text

Anchor Textとは、リンクが設定されている部分に書かれた文字のことである。

YahooやGoogleで「出口」と検索すると、YahooやGoogle自身が１位に表示されるが、
これは、このAnchor Textが原因で起こる現象である。

成人向けサイトへのリンク YahooやGoogleへのリンク
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外部要因の外部リンク

Googleの基本概念
「多くの良質なページからリンクされているページは、やはり良質なページである」
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あるキーワードで上位表示を狙ってサイトを作成（2008/5/21）した結果、
2008/1/25時点で、「Google９位、Yahoo３３位、Googleモバイル１位、
Yahooモバイル２位」に表示された。

実験と考察

本実験では、内部要因対策は十分に行えたが、外部要因対策の内、歴
史などは期間的に短く不十分であった。このことから、PCの検索エンジ
ンは外部要因を重視するのに対し、モバイルの検索エンジンは内部要因
を重視することが順位から推測できる。

GoogleとYahooで順位の違いが生じたのも、Googleは比較的内部要因
を重視するのに対し、Yahooは比較的外部要因を重視することが順位
から推測できる。
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検索エンジンは内部要因と外部要因の２つの要因から判別
されている。今後検索エンジンは、

・個人によって異なる検索結果を表示するパーソナライズ検
索。
・検索した場所によって異なる検索結果を表示するGPS連動
検索。
・動画や地図や画像などさまざまなコンテンツを表示するユ
ニバーサル検索。

なども用いて有用なサイトかどうかを判別していくと予想され
ているのでそれらについても今後検討していく必要がある。

まとめ


